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2001年に Religion in the New Millennium: Theology in the Spirit of Paul Tillich （以下
RNM と略す）という論文集が刊行された。これは 1999 年 6 月に 9 カ国からの参加者を得て
米国インディアナ州ニューハーモニーで行われたティリッヒ研究者による国際会議の発表論文
集である。ティリッヒは多面的な神学者・宗教哲学者であるが、この論文集はまさにその思想






























迫られたからである。著作『社会主義的決断（D e Sozialistischen Entscheidung）』は禁書と







































































































































































2001: The Question of Nationalism, in: Relig on in the New M llennium: Theo ogy in the
Spir  of Pau  Tillich, ed. by Raymond F. Bulman and Frederick J. Parella, Mercer 
University Press 













の中心人物の一人であり、教育・文化・芸術の部門を担当した。彼のランダウアーの著作には、Au ru  
zum Sozialismusや Der werdende Mens hなどがある。M.ブーバーと親交を結び、ブーバーの手














































とするのである。」（Tillich [1963a], p.299） 
 
 
（いわき・あきら 京都大学大学院文学研究科博士後期課程） 
 
